
東北の元気㊳ 
　新春韋

い だ て ん

駄天競走（岩手県釜石市） 

東北の元気㊴
　牡鹿の学びを考える会（宮城県石巻市）

S（支え合い）-１グランプリ 第 4 回いがす大賞  結果発表

S（支え合い )-1 グランプリ 第 4 回いがす大賞  大賞受賞
　ちびぞうくらぶ （宮城県岩沼市）

被災者支援から、日常の地域支援の担い手へ
　宮城県被災者支援従事者研修の６年間を振り返る

平成・向こう三軒両隣事情⑩
　ご近所福祉クリエイション主宰 ご近所福祉クリエーター 酒井 保さん

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

場の力㉚
　新町茶話会サロン（宮城県川崎町）

・読者の声　　・購読者を募集しています！　　・次号予告　　・編集後記
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［2017年3月20日発行］

55vol.月  

刊地域支え合い情報
東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする

カフェを通じて、生きいきとした高校生のエネルギーがまちを一層元気に（Z00 Café）

東日本大震災の被災者の生活を支援するあなたのための情報紙です。

高校生の
　　地域デビュー

特集

15

本体 286 円 + 税

16

12

11

● 高校生カフェはまちの元気の源
   ZOO Caf 'e（岩手県山田町）
 

● 福島のいまを伝え、未来をつくる高校生編集部
    ふくしま食べる通信（福島県）

3

7

5

8

9

10

☆専門家に聞く地域づくりのヒント
　（福岡大学 人文学部 教育・臨床心理学科 准教授 添田 祥史さん）

インタビューあの人に会いたい⑯ 
　いわき・まごころ双葉会 事務局長 大橋　庸一さん （福島県双葉町）
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高校生の 

 地域 デビュー

今回の特集は、

高校生が自分たちの力でつくりあげてきた活動をご紹介します。

学校から飛び出して、

広く地域に働きかける活動を始めた高校生たち。

周囲の協力を得ながらも

地域のために自分たちで考えて、動く。

そうした経験は高校生たちの

自信と成長につながっています。

そして、カフェの運営や情報誌の発行といった

高校生による活動は地域に活力を与えてきました。

これからも先輩から後輩へと

その想いは脈々と受け継がれていくことでしょう。

高校生の 

 地域 デビュー
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特集 復興と地域包括ケア

秋田県

青森県

宮城県

太平洋

山形県

岩手県
山田町

高校生カフェはまちの元気の源
◎ Z００ Café（岩手県山田町）

●カフェによって、さまざまな人たちへの感謝の気持ちをかたちに
● 地域内外の交流がますます盛んに

ポイント

カフェの運営スタッフ。上段左から、湊日
ひ よ り

和さん、坂本未
み く

来さん、高村侑
ゆ う な

奈さん。下段中央から右へ佐々木麗
り お

緒さん、
上沢りえさん

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」

「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
１
つ
お
願

い
し
ま
す
！
」

「
１
番
さ
ん
に
カ
フ
ェ
ラ
テ
を

お
願
い
し
ま
す
！
」

　

子
ど
も
や
大
人
が
く
つ
ろ

ぎ
、
お
茶
や
ス
イ
ー
ツ
を
味
わ

う
な
か
、
調
理
や
接
客
を
す
る

高
校
生
の
元
気
な
声
が
飛
び
交

う
、
岩
手
県
山
田
町
の
喫
茶
店

「
Ｚズ

ー
０
０ 

Ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ
」。
地
元
の

高
校
２
年
生
の
女
子
６
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
の
帽

子
を
か
ぶ
り
、お
手
製
の
お
揃
い

エ
プ
ロ
ン
を
着
て
、町
内
外
か
ら

集
ま
る
お
客
を
迎
え
入
れ
る
。

毎
月
１
～
２
回
、土
曜
日
の
14
時

～
18
時
に
開
か
れ
て
い
る
同
カ
フェ

は
、東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

自
分
ら
を
支
え
て
く
れ
た
人
た

ち
への
恩
返
し
と
し
て
、２
０
１
６

年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

誰
も
が
楽
し
め
る
カ
フ
ェ

同
カ
フ
ェ
に
は
、
ホ
ッ
ト
コ
ー

ヒ
ー
（
１
０
０
円
）
や
カ
フ
ェ
ラ

テ
（
１
５
０
円
）
な
ど
の
ド
リ

ン
ク
の
ほ
か
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
（
１
０
０
円
）
や
特
製
「
Ｚ

０
０
ト
ー
ス
ト
（
１
０
０
円
）」

な
ど
の
軽
食
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
高
校
生
や
幼
い
子
ど
も
た

ち
で
も
お
腹
いっ
ぱ
い
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
と
、
一
般
的
な
カ
フ
ェ

よ
り
も
安
価
だ
。

焼
き
た
て
の
ト
ー
ス
ト
や
、

挽
き
た
て
、
煎
れ
た
て
の
コ
ー

ヒ
ー
が
香
る
店
内
は
、
お
客
の

に
ぎ
や
か
な
声
も
絶
え
な
い
。

カ
フ
ェ
の
前
が
散
歩
コ
ー
ス
だ
と

い
う
男
性
は
、
働
く
高
校
生
に

感
心
し
な
が
ら
店
内
で
一
息
。

「
月
に
１
回
集
ま
る
ん
だ
け

ど
、場
所
が
あ
ん
ま
り
な
く
て
。

こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い

い
ね
」
と
話
す
女
性
６
人
組
は

「
楽
し
か
っ
た
。
い
っ
ぱ
い
笑
っ

た
」
と
、
来
店
時
よ
り
一
層
明

る
い
顔
で
帰
っ
て
いっ
た
。

店
内
で
は
、
お
客
同
士
挨
拶

を
交
わ
す
光
景
が
よ
く
見
ら
れ

る
。「
近
所
に
い
た
知
り
合
い

が
、
震
災
で
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
ん
だ
け
ど
、
こ
こ
に

来
れ
ば
会
え
る
の
」
と
話
す
の

は
、
カ
フ
ェ
を
運
営
し
て
い
る
高

特集 高校生の地域デビュー

まちの人と笑顔でふれあう

丶
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特集 被災地以外の支え合い

DATA

Z00 Café
施設運営：特定非営利活動法人こども福
祉研究所（山田支部）
〒028 -1351
岩手県山田町長崎４-2 -10
TEL / FAX 　0193 -77-3240
HP http://www.kodomofukushi.com/
★カフェの開店日は Twitter などで事前
に告知されます。

校
生
の
祖
母
。
友
人
と
お
茶
を

楽
し
み
な
が
ら
、
孫
と
そ
の
仲

間
た
ち
を
応
援
し
て
い
る
。
は

じ
め
は
多
少
の
不
安
も
あ
っ
た

が
、
高
校
生
が
丁
寧
に
、
一
生

懸
命
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
に
安

心
し
、
刺
激
を
受
け
て
、
自
分

た
ち
の
暮
ら
し
に
も
張
り
合
い

が
生
ま
れ
る
と
い
う
。
若
い
世

代
が
元
気
に
活
動
し
、
大
人
が

見
守
る
あ
た
た
か
い
様
子
は
ま

る
で
大
き
な
家
族
の
よ
う
だ
。

思
い
を
込
め
て
一
生
懸
命
に

カ
フ
ェ
の
場
所
は
、「
特
定
非

営
利
活
動
法
人
こ
ど
も
福
祉
研

究
所
」
が
運
営
す
る
、「
ゾ
ン
タ

ハ
ウ
ス
」
と
い
う
自
習
施
設
。

ハ
ウ
ス
は
、
被
災
し
た
中
高
生

の
放
課
後
の
勉
強
ス
ペ
ー
ス
、

居
場
所
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

１
１
年
９
月
に
開
設
さ
れ
た
も

の
で
、
い
ま
カ
フ
ェ
を
運
営
し
て

い
る
高
校
生
た
ち
は
、
中
学
生

の
頃
か
ら
通
っ
て
い
る
。

高
校
生
が
、「
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
受
け
た
恩
返
し
を
し
た

い
」「
高
校
生
な
ら
で
は
の
こ
と

を
や
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を

か
た
ち
に
し
た
の
が
こ
の
カ
フェ
。

ハ
ウ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
大
人

の
知
恵
と
技
術
を
借
り
な
が
ら

切
り
盛
り
す
る
。
開
店
に
こ

ぎ
つ
け
る
ま
で
に
も
、
看
板
づ

く
り
や
食
材
の
単
価
計
算
、
メ

ニュ
ー
の
考
案
の
ほ
か
、
保
健
所

へ
の
申
請
書
類
に
つ
い
て
調
べ
る

な
ど
、
で
き
る
限
り
を
高
校
生

が
し
て
き
た
。

第
２
の
家
と
も
い
え
る
た
い
せ

つ
な
居
場
所
、
ゾ
ン
タ
ハ
ウ
ス
の

頭
文
字
“
Ｚ
”
に
、
自
分
た
ち

が
０ゼ

ロ

か
ら
始
め
た
と
い
う
思
い

で
“
０
０
”
を
合
わ
せ
て
、
Ｚ

０
０ 

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
と
名
づ
け
た
。

明
る
く
個
性
的
な
メ
ン
バ
ー
が

集
う
、
動
物
園
の
よ
う
に
に
ぎ

や
か
な
場
所
と
い
う
意
味
も
も

つ
。平

日
の
夕
方
な
ど
、
自
習
の

合
間
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
開

店
日
、
午
前
中
の
部
活
動
後
に

駆
け
つ
け
て
準
備
を
始
め
た
り

す
る
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
テ
ー
ブ

ル
を
運
ん
で
席
を
設
け
た
り
、

食
材
の
用
意
や
調
理
の
下
準
備

も
整
え
て
お
く
。
開
店
時
刻

を
迎
え
、
お
客
が
入
り
始
め
た

ら
、
メ
ニュ
ー
の
説
明
を
し
て
注

文
を
と
っ
た
り
、
調
理
、
会
計
、

片
づ
け
な
ど
に
奮
闘
す
る
。

ま
ち
の
未
来
に
託
す

１
７
年
２
月
に
は
開
店
10
回

を
超
え
た
。
お
客
の
目
の
前
で

カ
フ
ェ
ラ
テ
の
泡
に
絵
を
描
く
ラ

テ
ア
ー
ト
の
で
き
を
ほ
め
て
も

ら
っ
た
り
、
ふ
だ
ん
か
か
わ
る
機

会
の
な
い
人
と
関
係
を
も
て
た

り
、
忙
し
く
働
い
た
り
し
な
が

ら
、
メ
ン
バ
ー
は
た
く
さ
ん
の
人

に
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
る
こ
と

に
楽
し
み
と
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
と
は
異
な

り
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
人
件
費
が
支

払
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
高

校
生
が
得
ら
れ
る
も
の
は
多
い
。

代
表
の
上
沢
り
え
さ
ん
は
、

「
山
田
町
の
人
な
ど
が
た
く
さ

ん
集
ま
っ
て
交
流
で
き
る
場
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

交
流
を
深
め
て
い
る
の
は
お

客
ば
か
り
で
は
な
く
、
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
活
動
し
て
い
る
高
校
生

も
同
様
だ
。
同
じ
場
所
へ
勉
強

を
し
に
集
ま
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ

て
も
、
以
前
は
名
前
の
呼
び
方

に
さ
え
少
し
気
遣
っ
て
い
た
と
い

う
。
話
し
合
い
を
重
ね
、
力
を

合
わ
せ
、
苦
楽
を
と
も
に
し
て

き
た
こ
と
で
ま
す
ま
す
距
離
が

縮
ま
り
、皆
の
息
は
ぴっ
た
り
だ
。

少
な
く
と
も
、
い
ま
の
メ
ン

バ
ー
が
高
校
生
の
う
ち
は
活
動

を
継
続
す
る
が
、
１
年
後
、
高

校
を
卒
業
す
れ
ば
、将
来
の
夢
、

思
い
思
い
の
目
標
に
向
け
て
ま

ち
を
離
れ
る
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
の

進
路
は
分
か
れ
る
。
そ
れ
ま
で

に
、
ま
ち
の
人
た
ち
が
い
つ
も

開
店
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
カ

フ
ェ
を
学
校
の
後
輩
な
ど
に
引

き
継
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
の
思

い
に
応
え
よ
う
と
す
る
純
粋
な

気
持
ち
が
、
地
域
に
活
力
を
与

え
、
ま
ち
を
照
ら
す
。

Z00  Ca f é

代表　上沢 りえさん

「まちの人がたくさん集まって交流できる場になってほしい」

清

本格調理もまごころをこめて

特集 高校生の地域デビュー

丶
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福島のいまを伝え、未来をつくる高校生編集部
生産者を囲む高校生編集部（三澤由佳さんは左から３番目）

ポイント ● 高校生が地元を再発見しながら主体的に学び、挑戦する場

● 先輩への憧れが原動力になり、活動が続いていく

各
地
域
で
活
躍
す
る
生
産
者
の

姿
や
想
い
を
伝
え
る
情
報
誌
と
と

も
に
、
誌
面
で
特
集
し
た
生
産
者

が
手
が
け
る
食
材
を
付
録
と
し
て

送
付
す
る
『
食
べ
る
通
信
』
は
、

２
０
１
３
年
の
『
東
北
食
べ
る
通

信
』
の
創
刊
以
来
、
そ
の
ス
タ
イ

ル
が
全
国
に
広
ま
り
、
1
4
年
に

「
一
般
社
団
法
人　

日
本
食
べ
る

通
信
リ
ー
グ
」
が
設
立
さ
れ
た
。

1
5
年
４
月
創
刊
の
『
高
校
生

が
伝
え
る
ふ
く
し
ま
食
べ
る
通

信
』
も
、
同
リ
ー
グ
に
加
盟
し
、

発
行
し
て
い
る
。

同
誌
の
特
色
は
企
画
、
取
材
、

原
稿
の
作
成
な
ど
、
情
報
誌
発
行

に
関
す
る
作
業
を
高
校
生
が
行
っ

て
い
る
点
だ
。

１
人
の
高
校
生
の
思
い
か
ら

創
刊
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
同
誌
の
事
務
局
で
あ
る
「
一

般
社
団
法
人
・
あ
す
び
と
福
島
」

が
運
営
す
る
高
校
生
向
け
の
社
会

起
業
塾
「
あ
す
び
と
塾
」
だ
。
第

１
期
生
で
あ
る
安あ

さ
か積
高
校
２
年

（
当
時
）
の
菅か

ん
の野
智と
も
か香
さ
ん
が
、

東
日
本
大
震
災
に
と
も
な
う
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

る
放
射
性
物
質
汚
染
の
影
響
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
風
評
に
さ
ら
さ
れ
る

福
島
の
信
頼
を
回
復
さ
せ
た
い
と

い
う
想
い
を
、
１
４
年
８
月
に
同

塾
内
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

た
。
そ
の
想
い
を
か
た
ち
に
す
る

手
法
と
し
て
事
務
局
が
提
案
し
た

の
が
『
食
べ
る
通
信
』
だ
。

同
塾
の
受
講
生
３
人
と
と
も

に
、同
年
９
月
に
方
針
を
決
定
し
、

翌
1
5
年
１
月
に
「
一
般
社
団

法
人　

日
本
食
べ
る
通
信
リ
ー

グ
」
に
正
式
に
加
盟
。
同
年
４
月

に
創
刊
号
を
発
行
し
た
。

各
号
で
特
集
す
る
生
産
者
は
、

編
集
会
議
で
決
定
す
る
。
地
元
の

生
産
者
に
つ
い
て
高
校
生
自
ら
情

報
収
集
し
、
提
案
す
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。

ま
た
、
誌
面
に
も
工
夫
を
こ
ら

す
。
編
集
部
員
の
一
人
と
し
て
３

号
か
ら
５
号
に
携
わ
り
、
生
産
者

が
手
が
け
た
食
材
を
使
っ
た
レ
シ

ピ
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
を
担
当
し

た
、
福
島
高
校
３
年
（
1
7
年

３
月
時
点
）の
三
澤
由
佳
さ
ん
は
、

「
鮫
川
村
の
大
豆
農
家
さ
ん
を
特

集
し
た
と
き
に
は
、
大
豆
に
素
朴

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
、
給

食
風
の
盛
り
付
け
に
し
て
な
つ
か

し
い
雰
囲
気
に
な
る
よ
う
に
工
夫

し
ま
し
た
」
と
話
す
。

編
集
部
員
の
個
性
が
光
る
誌
面

は
、
生
産
者
は
も
ち
ろ
ん
、
生
産

者
で
は
な
い
立
場
で
そ
の
地
域
の

食
や
流
通
、
文
化
の
発
信
な
ど
に

か
か
わ
る
人
た
ち
の
想
い
や
魅
力

も
伝
え
て
い
る
。

◎ふくしま食べる通信（福島県）

特集 高校生の地域デビュー

山形県

新潟県

栃木県
茨城県

宮城県

太平洋

福島県
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特集 ラジオ体操が生み出す健康と交流特集 災害公営住宅の住民力

専門家に聞く地域づくりの
ヒント

地域づくりの担い手としての
高校生

―その可能性を支えるために
―

●高校生のがんばる姿が地域を元気にする
　部活や受験に追われて、高校生が地域と出会う機会はあまり
ありません。だけど、だからこそ、一度、両者が出会うとこんな
にも豊かな活動が生まれることを２つの事例は教えてくれます。
　まず、高校生ががんばっていること自体が地域を元気にし、
おとなを勇気づけてくれることが印象的でした。「Z00 Café」で
高校生ががんばる姿を見て、高齢者も刺激をもらい、張り合い
が生まれてます。『高校生が伝えるふくしま食べる通信』の記事
は、読み手のおとなたちの地域を見る眼を変えてくれます。子
どもでもあり、おとなでもある高校生という存在特有の訴求力
や発信力があるのかもしれません。

●地域づくりをとおした学びと成長
　高校生が活動をとおして学び、成長している事実もまた印象的で
した。心身ともに子どもからおとなに近づいていく高校時代は、自分
とは何者で、どう生きるのかを考え、かたちづくる時期です。このこ
とは、私たちおとなの誰もが経験してきたことですが、現代社会にお
いて、それを行うことは難くなっています。不確かな時代にあって、
生き方のロールモデルが描きにくくなっているからです。

　２つの事例からは、活動への参加をとおして、高校生が成長していく
姿が読み取れます。これからの時代を生きる若者には、自分づくりと地
域づくりとの循環的な学びこそが大事だと言われています。事例では、
高校生たちが活動への参加をとおして、自己やアイデンティティを形成し
ていました。自分たちの活動による働きかけで変わっていく地域や社会
からの「はね返り」からも、彼らは多くの気づきや学びを得ることでしょう。

●高校生の学びと成長を支えるおとなの役割
　自分たちには力がある。自分たちの意思で社会や未来は変えられ
る。そのことを高校生時代に体感できたことは、本当に幸せなことです。
その経験が、彼らの人生を励まし、支えてくれるでしょう。
　だけど、実際にはそこに至るまでの道筋が難しい。おとなが全部
お膳立てをしてしまっては、もちろんダメです。高校生には力があ
ると信じる。その信念に基づきつつも、高校生だけではできないこ
とをサポートする。高校生が主体性を発揮するためには、彼らを能
動的な社会的主体として理解しながらかかわり続けるおとなの存在
が不可欠です。今回の２つの実践報告の行間からも、そうしたお
となの存在がにじみ出ています。そして、そうしたおとなと出
会えたこと自体も高校生にとって大きな財産になります。

北海道教育大学准教授を経て、現職。専門は教育学、とくに社会教育、成人基
礎教育。「おとなの学び」を切り口に、地域づくりや生活困窮者支援の実践研究
に取り組んでいる。釧路自主夜間中学「くるかい」初代事務局長、釧路市生活保
護自立支援プログラム第二次ワーキンググループ委員、生活協同組合グリーンコー
プ「子どもの居場所と学習支援」研究会のコーディネート、NPO 法人「抱樸」（旧 
北九州ホームレス支援機構）の調査研究事業への協力など、現場に学び、現場
に還す研究を目指す。

福岡大学 人文学部 教育・臨床心理学科 准教授

添田 祥史（そえだ・よしふみ）さん

憧
れ
の
連
鎖
が
未
来
を
つ
く
る

同
誌
で
は
、
こ
れ
ま
で
延
べ

15
人
の
高
校
生
が
編
集
部
と

し
て
活
動
に
参
加
し
て
き
た
。

１
人
の
高
校
生
の
想
い
か

ら
出
発
し
た
同
誌
が
、
メ
ン

バ
ー
の
代
替
わ
り
を
し
な
が

ら
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
憧

れ
の
連
鎖
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
事
務
局
長
の
椎し

い
ね根
里り

な奈
さ

ん
は
言
う
。

「
原
発
事
故
に
対
す
る
感
情

か
ら
出
発
し
た
活
動
で
す
が
、

時
間
が
経
つ
ほ
ど
、
気
持
ち
を

維
持
す
る
の
が
難
し
い
。
安
定

し
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な

る
の
は
、
先
輩
に
対
す
る
憧
れ

だ
と
思
い
ま
す
」

三
澤
さ
ん
も
、
初
代
編
集
長

で
あ
る
菅
野
さ
ん
に
憧
れ
て
、

編
集
部
に
参
加
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
三
澤
さ
ん
が
学
校
で
同

誌
で
の
活
動
に
つ
い
て
発
表

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
見

た
後
輩
が
編
集
部
に
加
わ
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

編
集
部
で
の
活
動
は
、
部
員

た
ち
の
進
路
選
択
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
。
三
澤
さ
ん
は

自
身
の
夢
に
つ
い
て
、「
自
分

が
編
集
部
で
経
験
し
た
よ
う

に
、
福
島
の
子
ど
も
た
ち
が
、

主
体
的
に
挑
戦
で
き
る
場
を

増
や
し
て
あ
げ
た
い
。『
福
島

で
勉
強
で
き
て
良
か
っ
た
』
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
学

び
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
目

標
」
と
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

生
き
い
き
と
話
す
。

４
月
か
ら
は
関
東
圏
の
大

学
に
進
学
す
る
と
い
う
三
澤

さ
ん
は
、「
編
集
部
で
活
動
し

て
、
や
っ
ぱ
り
福
島
が
好
き
だ

と
思
い
ま
し
た
。
４
年
間
し
っ

か
り
勉
強
し
、
経
験
を
積
ん

で
、
ま
た
福
島
に
戻
っ
て
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
、
春
か
ら

の
新
生
活
へ
の
希
望
に
表
情

を
綻ほ

こ
ろば
せ
る
。

情
報
誌
の
発
行
と
い
う
活

動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
材
育
成

の
場
に
も
な
っ
て
い
る
同
誌
。

か
つ
て
の
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

の
高
校
生
編
集
部
員
が
、
未
来

の
福
島
を
担
い
、
支
え
る
存
在

に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
や
ま
な
い
。
吉

DATA

ふくしま食べる通信
2015年４月に創刊し、１７年１月発
行号で創刊から８号を数えた。年４
回発行。（各号２５００円）１７年冬
号（１７年１月発行）は約７６０部
を発行。ホームページにて随時定
期購読を受け付けている。
U R L  h t t p : / / t a b e r u . m e /
koufuku/

特集 高校生の地域デビュー
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２
０
１
２
年
の
12
月
に
私
を
含

め
た
４
人
で
、
い
わ
き
市
の
借
り

あ
げ
住
宅
に
住
む
双
葉
町
民
の
自

治
会
と
し
て
、「
い
わ
き
・
ま
ご

こ
ろ
双
葉
会
」
を
立
ち
あ
げ
ま
し

た
。
立
ち
あ
げ
当
初
の
加
入
世
帯

は
38
世
帯
で
し
た
が
、
現
在
で
は

１
３
６
世
帯
に
な
っ
て
い
ま
す
。

会
の
活
動
は
年
に
１
回
、
12
月
に

行
う
総
会
の
ほ
か
、
年
に
数
回
、
日

帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
り
、
い

わ
き
市
民
が
入
居
す
る
災
害
公
営

住
宅
「
薄
磯
団
地
」
と
の
交
流
行
事

（
本
誌
53
号
に
関
連
記
事
）
な
ど

を
行
って
い
ま
す
。

私
た
ち
の
会
で
は
、
双
葉
町
へ
の

帰
属
意
識
を
た
い
せ
つ
に
し
な
が
ら

も
、
い
ま
住
ん
で
い
る
い
わ
き
市
を
知

り
、
な
じ
み
た
い
と
い
う
思
い
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
会
で
企

画
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
年
に
１
回
、

い
わ
き
市
再
発
見
を
テ
ー
マ
に
し
、

自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち
を
知
る
た
め

の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
故
郷
は
い
つ
ま
で
も

双
葉
町
で
す
が
、
加
入
世
帯
の
約

半
数
が
自
立
再
建
を
し
た
い
ま
、

い
つ
ま
で
も
「
被
災
者
」
で
い
て

い
い
の
か
、
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
す
。
子
や
孫
の
世
代
が
新
し
い

土
地
に
な
じ
ん
で
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
も
、
被
災
者
の
会
か
ら
卒

業
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

私
自
身
も
震
災
以
降
、
６
回
の

引
っ
越
し
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
土
地
で
よ
い
出
会
い
が
あ

り
、
た
く
さ
ん
の
人
に
助
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
わ
き

市
の
皆
さ
ん
と
も
積
極
的
に
交
流
し

て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
り
ま
す

が
、
乗
り
越
え
て
楽
し
く
生
活
し
て

い
き
た
い
。
現
状
を
直
視
し
て
、
前

に
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
島
県
双
葉
町
◎
い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会 

事
務
局
長 

　
大
橋 

庸
一
さ
ん

16

借りあげ住宅入居者の自治会

東日本大震災にともなう福島第一原子力発電所の事故で、そのほとんどが帰還困難区
域に指定されている福島県双葉町。いわき市に多くの町民が避難するが、仮設住宅と
は違い、借りあげ住宅では支援や交流が乏しかった。自分たちでつながりを紡ぎ直し、
いわき市になじんでいこうと活動する「いわき・まごころ双葉会」の事務局長、大橋
庸
よういち

一さんに伺った。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
あ
の
人
に
会
い
た
い

新
し
い
土
地
に
な
じ
む
た
め
に
、

      
ま
ち
を
知
り
、人
を
知
る
活
動
を

山形県

新潟県

栃木県
茨城県

宮城県

太平洋

福島県
双葉町

いわき市内の災害公営住宅「薄磯
団地」と七夕飾りを共同制作し、
平七夕まつりに出品した
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２
０
１
７
年
２
月
５
日
、
釜
石

市
の
市
街
地
に
、
1
3
7
人
の
「
新

春
韋い
だ
て
ん駄

天
競
走
」
参
加
者
が
集
ま
っ

た
。
ド
ラ
の
音
を
合
図
に
、
東
日
本

大
震
災
で
浸
水
し
た
市
街
地
を
駆

け
抜
け
、
高
台
の
仙
寿
院
ま
で
の

2
8
6
ｍ
、
標
高
差
約
30
ｍ
の
坂

道
を
一
気
に
駆
け
の
ぼ
っ
て
い
く
。

こ
の
コ
ー
ス
は
、
津
波
襲
来
時
に

大
勢
の
人
た
ち
が
逃
げ
た
道
だ
。

今
年
で
開
催
4
回
目
と
な
る
韋

駄
天
競
走
は
、「
津
波
が
来
た
と
き

に
は
高
台
へ
逃
げ
る
こ
と
」「
震
災

の
教
訓
を
末
永
く
継
承
し
て
い
こ

う
」
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
。

６
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
競
技
が

行
な
わ
れ
、
年
々
参
加
者
も
増
え

て
い
る
。
３
歳
の
子
ど
も
の
走
り

に
あ
わ
せ
、
手
を
離
さ
ず
親
子
で

坂
道
を
登
り
切
る
姿
や
、
一
気
に

駆
け
上
る
小
学
生
や
中
学
生
、
体

力
に
合
わ
せ
な
が
ら
し
っ
か
り
と

ゴ
ー
ル
を
目
指
す
参
加
者
の
様
子

が
見
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
か
ら
今

年
の
福
男
・
福
女
が
決
ま
っ
た
。

沿
道
に
は
声
援
を
送
る
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
活
気
に
包

ま
れ
た
。

競
技
前
、
参
加
者
は
コ
ー
ス
の

下
見
を
し
た
り
、
韋
駄
天
競
走
の

意
義
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。

企
画
運
営
を
行
う
釜
石
応
援
団
あ

ら
ま
ぎ
ハ
ー
ト
の
下
村
達
志
さ
ん

（
41
歳
）
は
、「
み
ん
な
が
必
ず
、

高
台
に
あ
る
仙
寿
院
（
避
難
所
指

定
場
所
）
に
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
」
と
、

迅
速
な
避
難
を
意
識
づ
け
る
よ
う

丁
寧
に
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

下
村
さ
ん
は
、「
こ
の
韋
駄
天
競

走
の
目
的
が
地
域
に
根
づ
く
よ
う
、

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
た
い
せ
つ
」

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
企
画
に
組

み
込
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
震

災
を
長
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

地
域
の
祭
り
「
節せ
つ
ぶ
ん
つ
い
な
え

分
追
儺
会
」
の

な
か
の
一
つ
と
し
て
組
み
込
ん
だ
。

真
剣
に
走
り
抜
け
る
様
子
や
縁
起

を
担
ぐ
ふ
る
ま
い
等
は
、
兵
庫
県

西
宮
神
社
の
開
門
行
事
「
福
男
選

び
」
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
。

津
波
の
到
達
し
た
街
中
を
ス

タ
ー
ト
地
点
と
し
、
コ
ー
ス
に
は

地
点
ご
と
に
5
つ
の
名
前
が
つ
け

ら
れ
、
避
難
を
意
識
し
て
も
ら
う

工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
。「
て
ん
で

ん
小
路
」
は
、「
津
波
が
来
た
ら
、

各
自
で
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
に
高

台
へ
と
逃
げ
ろ
」
と
い
う
教
訓
を

示
す
、「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
言

葉
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
。
ゴ
ー

ル
付
近
の
「
き
づ
な
坂
」
は
、
最
後

の
き
つ
い
上
り
坂
を
、
励
ま
し
合

い
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
登
り
き

る
様
子
よ
り
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

韋
駄
天
競
走
の
最
後
に
、
仙
寿

院
の
芝
﨑
恵え
の
う應
住
職
は
、「
震
災
時

に
は
高
台
へ
逃
げ
る
こ
と
」
と
、

震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

声
を
か
け
、
参
加
者
全
員
で
海
に

向
か
い
黙
禱
を
捧
げ
た
。

韋駄天競技の説明をしている下村達志さん ゴールまで手を離さないよう一緒に走る親子部門ドラの合図で一斉に坂道を駆けあがる参加者

ライター：元持幸子

東北の力をつくりだす人・団体を紹介します。

◎新春韋
い だ て ん き ょ う そ う

駄天競走（岩手県釜石市）

震災と津波の記憶を
千年先の未来へ

38回目
市民リレー

今回は・・・

新春韋
い だ て ん き ょ う そ う

駄天競走

日蓮宗仙寿院・釜石仏教会、
釜石応援団あらまぎハート
住所：岩手県釜石市只越町2-9-1
電話：0193-22-1166
メール 
 info@kamaishi-ouendan.com

DATA

秋田県

宮城県
山形県

岩手県
釜石市
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ワ
カ
メ
販
売
の
収
益
で
、子
ど
も
た

ち
に
学
び
の
場
を
提
供
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
あ
る
。
そ
の
名
も
「
牡
鹿
に
学

び
の
場
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
そ

れ
に
取
り
組
む
「
牡
鹿
の
学
び
を
考

え
る
会
」
代
表
の
伊
東
孝
浩
さ
ん
は
、

学
習
塾
を
運
営
し
、
講
師
と
し
て
学

習
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
東
日
本
大
震

災
が
起
こ
る
前
に
は
、
石
巻
市
の
牡

鹿
地
域
で
も
学
習
指
導
を
行
っ
て
い
た
。

２
０
１
１
年
秋
、地
元
の
家
業
を
継

ぎ
親
と
な
っ
て
い
た
、
か
つ
て
の
教
え
子

か
ら
、「
子
ど
も
の
受
験
勉
強
を
み
て

く
れ
な
い
か
」
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

足
を
運
ん
で
み
る
と
、
学
習
塾
ど
こ
ろ

か
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
交
流
し
た

り
遊
ん
だ
り
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
と
い

う
現
状
に
直
面
し
た
。

は
じ
め
は
、仮
設
住
宅
の
集
会
所
を

会
場
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
習
指
導

を
行
っ
た
。
こ
の
学
び
の
場
は
、
翌
春

の
受
験
シ
ー
ズ
ン
終
了
と
同
時
に
終
わ

る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
受
験
を
終

え
た
子
ど
も
た
ち
の
妹
や
弟
も
学
び

の
場
を
必
要
と
し
て
い
た
。

震
災
前
に
は
、石
巻
市
中
心
部
の

学
習
塾
ま
で
送
迎
す
る
保
護
者
も
い

た
と
い
う
。
し
か
し
、
復
旧
復
興
の
た

め
に
奔
走
す
る
牡
鹿
の
多
く
の
人
た

ち
に
、従
来
の
余
裕
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

伊
東
さ
ん
は
、
自
分
ひ
と
り
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学
習
支
援
を
行
う
こ

と
に
限
界
を
感
じ
て
い
た
。
一
方
で
、

牡
鹿
地
域
で
の
“
持
続
可
能
な
学
習

の
場
”
の
必
要
性
も
痛
感
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、地
域
づ
く
り
の
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
、一
般
社
団
法
人
こ
は
く
の

理
事
に
相
談
し
、石
巻
市
内
で
子
ど
も

た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
に
関
わ
っ
て
い
る
団

体
な
ど
に
呼
び
か
け
て
、１
３
年
に
同

会
を
結
成
。
牡
鹿
地
域
の
中
学
校
や

P
T
A
の
協
力
な
ど
も
得
て
、１
４
年

６
月
に
学
習
の
場
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

学
習
環
境
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
無
料
で
気
軽
に
学
べ
る

場
を
維
持
す
る
た
め
に
、
ワ
カ
メ
の
販

売
を
計
画
。
水
産
業
が
盛
ん
な
牡
鹿

地
域
は
、
お
い
し
い
ワ
カ
メ
の
産
地
で

も
あ
る
。
牡
鹿
産
の
ワ
カ
メ
の
お
い
し

さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

は
、
地
域
の
産
業
を
あ
と
押
し
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
ワ
カ
メ
販
売
の

収
益
で
学
び
の
場
を
維
持
で
き
れ
ば
、

地
域
の
産
業
が
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
と
い
う
循
環
を
生
む
。

現
在
、
学
び
の
場
は
大
原
地
区
の

集
会
所
で
金
・
土
・
日
曜
の
な
か
の
２

日
間
開
催
。
中
学
１
年
生
か
ら
高
校

２
年
生
ま
で
の
５
～
６
人
が
学
ん
で
い

る
。「
今
後
は
受
験
勉
強
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
伝
統
、
文
化
に
ふ
れ
る
機
会

や
、
地
域
外
の
人
と
の
交
流
の
場
に
も

し
て
い
き
た
い
」
と
伊
東
さ
ん
は
語
る
。

今
後
、
牡
鹿
で
育
つ
子
ど
も
た
ち

が
減
少
し
て
も
、
学
ぶ
環
境
が
維
持

さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
そ
の
子
ど
も

た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
、「
牡
鹿

で
暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ

う
に
、 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
が
期
待
さ

れ
る
。

地元のわかめで学びの場を 勉強の合間には元気なおしゃべりと笑い声 牡鹿半島からの日の出

ライター：熊谷智美

東北の力をつくりだす人・団体を紹介します。

◎牡鹿の学びを考える会（宮城県石巻市）

ワカメが子どもたちの
可能性を広げる学びの場へ

39回目
市民リレー

今回は・・・

牡鹿の学びを考える会

宮城県石巻市鋳
い せ ん ば

銭場5-26
伊東義塾内
TEL 090-2021-3618
URL http://post6550.wixsite.
com/oshikamanabiba

DATA

太平洋

山形県

福島県

岩手県秋田県

宮城県
石巻市
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S-1グランプリ
第４回いがす大賞が
開催されました！ 

　住民の支え合い活動を発表し合い、称え合う「 S
支え合い

-１グランプリ 第 4 回いがす大賞」
が、2017 年 2 月 26 日（日）にせんだいメディアテークにて開催された（主催：同
実行委員会）。被災 3 県を中心に全国から 25 団体の応募があり、予選を通過した 11
団体が、観客の前でプレゼンテーションを行った。会場には約 250 人の来場があり、
人形劇の実演・ダンスの披露・竹灯篭の点灯・料理の振る舞いといった趣向を凝らし
た発表の数々に、ときに笑いが起こり、ときに応援の声が飛び交い、参加団体と来場
者が一体となって盛りあがった。
　審査委員は、東日本大震災の支援にかかわる先生方が務め、「大賞」・「準大賞」・被
災 3 県以外での活動団体から選ばれる「活動提案賞」の各賞が発表された。さらに、
今回新設された「特別賞」、会場から一番声援を受けた団体に贈られる「金の鈴賞」
の表彰も行われた。
　参加者からは「緊張したが、とても楽しかった」「他団体の活動を拝見し、勉強になっ
たし、刺激を受けた」「賞をいただけて、今後の励みになった」といった声が寄せられた。
　どの団体も、活動を続けてきた人たちの真摯な思いが伝わり、日頃の活動の様子が
目に浮かぶような発表であった。「支え合い活動」の意義や楽しさ、工夫が、会場の
熱気とともに伝わってきた。

おらほ賞◆ TAKE1060 プロジェクト実行委員会（宮城県丸森町）、サロン茶屋（福島県西会津町）
おもせ賞◆気仙沼はまらいんや会（宮城県仙台市）
のさる賞◆ NPO 法人総合型りくぜんたかた（岩手県陸前高田市）
おがる賞◆新町茶話会サロン（宮城県川崎町）、みんなの家＠ふくしま（福島県福島市）

大　賞　　　ちびぞうくらぶ（宮城県岩沼市）
準大賞　　　人形劇団あんど娘（岩手県大槌町）
活動提案賞　トントントンカラリン隣り組活動隊（香川県丸亀市）
特別賞　　　益城だいすきプロジェクト・きままに（熊本県益城町）
金の鈴賞　　新おおつち漁協女性部（岩手県大槌町）

・手づくり感が温かく、優しい気持ちになりました。
・発表者の方々がとても生きいきとしていて、発表を楽しんでいるのが伝わってきました。
・いろいろな地域活動を知ることができました。活動をなさっている方の発表の場があるのは大事だ
 と思いました。
・皆さんががんばっている姿を見ると、自分もがんばろうという気持ちになるので、この大会をずっ
 と続けてほしいです。来年もまた来ます。

来場者の声

参加団体の皆さんと審査委員で記念撮影
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０
～
３
歳
の
子
ど
も
と
マ
マ

が
月
２
回
集
っ
て
遊
ぶ
「
ち

び
ぞ
う
く
ら
ぶ
」
は
、
乳
幼

児
の
親
子
の
孤
立
化
を
防
ぎ
、

同
世
代
の
交
流
を
深
め
る
サ
ー

ク
ル
と
し
て
、
２
０
１
５
年
４

月
に
発
足
。
岩
沼
市
内
の
集

会
所
を
拠
点
に
、
多
彩
な
色

が
描
け
る
マ
ー
ブ
ル
ク
レ
ヨ
ン
づ

く
り
や
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演

奏
会
な
ど
、
家
庭
で
は
で
き
な

い
趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
で

約
２
時
間
を
過
ご
す
。
兄
弟

で
参
加
す
る
子
ど
も
に
と
っ
て

は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
見
守
る
高
齢

者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
る
た
め
、

上
の
子
が
安
心
し
て
マ
マ
を
独

り
占
め
で
き
る
時
間
に
も
な
っ

て
い
る
。
会
場
で
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
た
ち
が
栽
培
し
た

野
菜
の
直
売
も
行
わ
れ
、「
安

く
て
お
い
し
い
」「
し
い
た
け

が
美
味
」
と
好
評
だ
。

　

代
表
の
三
浦
未
穂
さ
ん
は
、

保
育
士
資
格
を
も
ち
、
３
児

の
母
で
も
あ
る
。
市
が
実
施

し
て
き
た
遊
び
場
が
終
了
し

た
こ
と
を
受
け
、
佐
藤
智
美

さ
ん
、
猪
狩
あ
ゆ
み
さ
ん
、
毛

利
ひ
ろ
子
さ
ん
と
と
も
に
、
代

わ
り
と
な
る
親
子
の
居
場
所

づ
く
り
を
と
始
め
た
。
口
コ
ミ

で
参
加
者
が
増
え
、
い
ま
で
は

平
均
30
組
の
親
子
が
参
加
す

る
大
所
帯
に
。
だ
ん
だ
ん
と
、

子
ど
も
の
見
守
り
を
し
て
く
れ

る
高
齢
者
や
大
学
生
が
加
わ

り
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
一
緒

に
過
ご
す
な
ど
、
多
様
な
人

が
交
わ
る
場
に
発
展
し
て
き

た
。
す
べ
て
を
受
け
止
め
る
よ

う
な
、「
な
ん
で
も
あ
り
」
の

明
る
く
混
沌
と
し
た
雰
囲
気

が
魅
力
だ
。

　
「
Ｓ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
い
が
す

大
賞
」
で
は
、
親
子
と
障
が
い

の
あ
る
人
た
ち
総
勢
15
人
が
ス

テ
ー
ジ
に
あ
が
り
、
流
行
の
Ｐ

Ｐ
Ａ
Ｐ
の
替
え
歌
や
リ
ズ
ム
体

操
を
披
露
し
て
、
多
様
な
人

と
積
極
的
に
交
流
し
な
が
ら

仲
間
と
し
て
育
ち
合
う
・
認
め

合
う
・
支
え
合
う
活
動
を
ア

ピ
ー
ル
。
見
事
「
大
賞
」
に

輝
い
た
。直
後
の
活
動
日
に
は
、

発
表
時
の
動
画
を
み
ん
な
で
観

賞
し
、
副
賞
の
い
よ
か
ん
を
食

べ
な
が
ら
受
賞
を
祝
っ
た
。

　

４
月
か
ら
は
第
１・３
火
曜

日
の
午
前
に
、
里
の
杜
集
会
所

な
ど
で
活
動
す
る
計
画
。
入

会
金
３
０
０
円
、
参
加
費
１
回

１
０
０
円
。
単
な
る
親
子
サ
ー

ク
ル
に
留
ま
ら
な
い
「
ち
び
ぞ

う
く
ら
ぶ
」
の
今
後
に
、
こ
う

ご
期
待
！

大
賞ち

び
ぞ
う
く
ら
ぶ

                 

（
宮
城
県
岩
沼
市
）

授
賞
理
由

　

親
子
や
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
、
高
齢
者
が
、

一
緒
に
過
ご
す
活
動
の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
楽
し
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
今
後
ま

す
ま
す
多
く
の
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

いがす大賞
受賞

小
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宮城県被災者支援従事者
研修の６年間を振り返る

宮
城
県
研
修
の
特
徴

宮
城
県
研
修
の
特
徴
は
、
①

対
象
を
限
定
せ
ず
、
被
災
者
支

援
に
携
わ
る
誰
も
が
無
料
で
受

講
で
き
る
、
②
福
祉
の
仕
事
経

験
の
な
い
人
に
も
わ
か
り
や
す

い
初
任
者
用
テ
キ
ス
ト
を
作
成

し
、
被
災
者
に
対
す
る
個
別
の

生
活
支
援
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

意
識
し
た
地
域
支
援
の
双
方
の

視
点
を
学
ぶ
、
③
一
度
き
り
の

研
修
と
せ
ず
、
一
定
期
間
の
実

務
を
積
ん
だ
者
を
対
象
と
し

て
、
状
況
に
応
じ
た
支
援
や
、

よ
り
実
践
的
な
課
題
対
処
能
力

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
応
用
研
修

を
用
意
し
、
重
層
的
な
研
修
体

系
に
し
て
い
る
こ
と
だ
。

研
修
を
６
年
実
施
す
る
な
か

で
、
初
期
か
ら
受
講
し
て
い
る

支
援
従
事
者
は
ス
キ
ル
を
磨

き
、
福
祉
人
材
と
し
て
地
域
で

活
躍
す
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
今
年
２
月
２

日
に
仙
台
市
内
で
開
催
さ
れ

た
「
第
１
回
宮
城
発
こ
れ
か
ら

の
福
祉
を
考
え
る
全
国
セ
ミ

ナ
ー
」（
主
催
：
宮
城
県
地
域

支
え
合
い
・
生
活
支
援
推
進
連

絡
会
議
）
で
発
表
を
し
た
、
２

人
の
支
援
従
事
者
の
話
か
ら
、

宮
城
県
研
修
の
意
義
を
深
め
る
。

受
講
者
の
活
躍
①

石
巻
市
で
福
祉
の
仕
事
に

就
い
て
い
た
小
松
沙
織
さ
ん

は
、
東
日
本
大
震
災
で
家
や
仕

事
を
失
っ
た
。
６
人
家
族
が
３

人
家
族
と
な
り
、
み
な
し
仮
設

に
住
む
な
か
、
石
巻
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
仮
設
住
宅
入

居
者
等
支
援
事
業
の
エ
リ
ア

主
任
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
こ

と
に
。
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
、

見
守
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援

活
動
を
す
る
の
が
仕
事
だ
っ

た
が
、
訪
問
す
る
先
で
「
死
ん

だ
ほ
う
が
ま
し
だ
っ
た
」「
生

き
て
い
る
喜
び
な
ん
て
何
も

な
い
」
と
い
う
話
を
聞
く
た
び

に
、
気
持
ち
が
重
く
な
っ
た
と

い
う
。
一
方
で
、
被
災
者
同
士

で
苦
し
い
思
い
も
共
感
し
合

い
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い

合
え
る
関
係
が
、
お
互
い
の
心

被災者支援から、
      日常の地域支援の担い手へ

　宮城県及び宮城県サポートセンター支援事務所では、仮設住宅やみなし仮設（借りあげ賃貸住宅）、

災害公営住宅などの支援にあたっている従事者を対象に、「被災者支援従事者研修」を平成２３年

度から実施しています。今回はこの研修の６年間を振り返るべく、初期から研修を受講し、いまも

第一線で活躍するお二人の声をお届けします。

石巻市社会福祉協議会 地域福祉コー
ディネーター　小松沙織さん

を
癒
し
て
い
く
こ
と
も
実
感

し
た
。

そ
こ
で
、「
さ
み
し
い
」
と

い
う
声
が
あ
が
れ
ば
お
茶
会

や
サ
ロ
ン
の
開
催
を
一
緒
に

考
え
、「
誰
が
住
ん
で
い
る
か

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
に
は

地
域
交
流
会
を
催
す
お
手
伝

い
を
し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
問
題

が
起
き
た
と
き
に
は
、
地
域
で

勉
強
会
を
開
い
て
理
解
を
深

め
、
認
知
症
の
問
題
に
は
「
認

知
症
家
族
の
会
」
を
立
ち
あ
げ

て
当
事
者
同
士
で
話
す
場
を

設
け
た
。
ま
た
、
閉
じ
こ
も
り

気
味
の
高
齢
者
が
い
れ
ば
、
毎

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
誘
っ
た
。

そ
れ
は
、
仮
設
住
宅
の
な
か

で
互
い
を
気
に
か
け
見
守
る
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
づ
く
り

の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。

仮
設
住
宅
で
起
こ
る
生
活

課
題
を
発
見
し
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
解
決
策
に
結
び
つ
け

る
毎
日
は
、
実
践
あ
る
の
み
で

無
我
夢
中
。
自
分
た
ち
の
支

援
の
方
法
が
正
し
い
の
か
ど

う
か
、
悩
む
こ
と
も
多
々
あ
っ

た
。
そ
ん
な
と
き
、
日
頃
の

実
践
を
講
師
に
理
論
づ
け
て

も
ら
え
る
宮
城
県
被
災
者
支

援
従
事
者
研
修
の
存
在
は
大

き
く
、
受
講
後
は
自
信
を
も
っ

て
現
場
に
帰
る
こ
と
が
で
き
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南
三
陸
町
で
は
、
①
「
生
活

支
援
員
」、
②
「
有
資
格
者
の

支
援
員
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」、③「
行
政
」

の
３
層
構
造
の
支
援
体
制
を
敷

い
て
お
り
、
生
活
支
援
員
は
住

民
を
３
６
５
日
見
守
り
、
気
づ

き
を
専
門
職
に
つ
な
げ
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
。訪
問
先
で「
あ

な
た
の
家
は
高
台
で
残
っ
た
ん

で
し
ょ
。
家
が
あ
る
人
に
私
の

気
持
ち
は
わ
か
ら
な
い
」
と
言

わ
れ
る
な
ど
、
心
が
傷
つ
き
仕

事
を
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と

も
あ
る
。
で
も
、「
待
っ
て
い

て
く
れ
る
住
民
や
、
一
緒
に
取

り
組
む
仲
間
の
存
在
の
お
か
げ

で
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
孤
独
死

を
出
さ
な
い
と
い
う
目
標
に
向

か
っ
て
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
つ
く
る
こ
と
を
意

識
し
て
き
た
」
と
芳
賀
さ
ん
は

話
す
。

南三陸町社会福祉協議会 生活支援コーディ
ネーター 芳賀裕子さん

具
体
的
に
は
、
み
ん
な
で
集

え
る
場
や
仲
間
づ
く
り
の
き
っ

か
け
を
つ
く
る
お
茶
っ
こ
会
、

生
活
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
体
を
動

か
す
ラ
ジ
オ
体
操
と
「
ち
ょ

こ
っ
と
運
動
」、
み
ん
な
で
認

知
症
を
理
解
す
る
た
め
の
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

の
開
催
、
み
な
し
仮
設
の
人
対

象
の
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
を
お
手

伝
い
し
て
き
た
。
ま
た
、
地
区

ご
と
に
行
政
や
専
門
職
と
の

情
報
交
換
会
を
月
１
回
開
き
、

地
域
に
根
ざ
し
た
支
援
を
目

指
し
た
。

宮
城
県
被
災
者
支
援
従
事
者

研
修
で
は
座
学
だ
け
で
な
く
、

初
め
て
会
う
受
講
生
同
士
で
協

力
し
合
う
必
要
の
あ
る
演
習
が

行
わ
れ
る
た
め
、
受
講
生
が
仲

良
く
な
り
、
ほ
か
の
地
域
で
上

手
く
い
っ
た
取
り
組
み
や
失
敗

し
た
こ
と
、
解
決
策
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き

た
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
だ
け

を
見
て
い
て
は
、
気
づ
け
な
い

こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
」
と
話
す

芳
賀
さ
ん
。
初
任
者
と
し
て
の

基
本
的
な
知
識
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
課
題
を
も

つ
人
へ
の
接
し
方
や
関
係
機
関

と
の
連
携
に
悩
ん
で
い
た
と
き

に
は
、
ち
ょ
う
ど
研
修
で
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
の
人
へ
の
支
援

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
学
び
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

住
民
と
の
関
係
づ
く
り
に
は

１
年
間
半
を
費
や
し
た
と
い
う

が
、
住
民
か
ら
「
あ
ん
た
た
ち

が
い
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
」
と

言
っ
て
も
ら
え
た
と
き
に
、「
こ

の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ

た
」
と
思
っ
た
と
い
う
。
現
在

は
、
被
災
者
支
援
の
経
験
を
活

か
し
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
中
だ
。

支
え
合
い
活
動
の
推
進
役

宮
城
県
被
災
者
支
援
従
事
者

研
修
で
は
、
事
例
検
討
や
ア
セ

ス
メ
ン
ト
方
法
な
ど
の
学
び
の

機
会
だ
け
で
は
な
く
、
現
場
の

実
践
を
支
持
す
る
講
師
の
対
応

や
受
け
止
め
る
場
の
設
定
が
な

さ
れ
て
お
り
、「
支
援
従
事
者

へ
の
支
援
」
が
行
わ
れ
て
い
る

と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
公
設
民

営
の
宮
城
県
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
支
援
事
務
所
の
存
在
は
大

き
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
運

営
手
法
で
多
様
な
組
織
を
横
断

し
て
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
デ
リ
バ
リ
ー

型
の
支
援
に
よ
っ
て
、
集
合
研

修
だ
け
で
は
担
え
な
い
現
場
で

の
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
や
組

織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
を
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

宮
城
県
の
場
合
、
当
事
者
性

を
も
つ
被
災
住
民
か
ら
支
援
従

事
者
を
登
用
し
て
お
り
、
住
民

の
日
常
生
活
に
必
要
な
支
援
に

と
ど
ま
ら
ず
、
生
き
が
い
や
楽

し
み
と
いっ
た
生
活
の
豊
か
さ
を

求
め
る
「
意
思
決
定
」（
自
己

決
定
）
を
も
支
援
し
て
い
る
。

支
援
従
事
者
は
、
不
足
す
る

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
隙
間

を
埋
め
る
役
割
（
穴
埋
め
）
で

は
な
く
、
福
祉
専
門
職
の
よ
う

な
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
通

じ
た
支
援
と
は
異
な
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
「
地
域

支
え
合
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

（
平
時
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

と
し
て
の
可
能
性
を
も
体
現
し

て
い
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
研
修
事
業
を
被

災
地
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
各

地
の
住
民
を
対
象
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
は
、
い
ま
注
目
さ
れ
て

い
る
住
民
主
体
の
支
え
合
い
活

動
の
推
進
役
を
育
成
す
る
こ
と

や
、
災
害
が
起
こって
か
ら
人
材

を
育
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
に
備
え
て
の
人
材
育
成
に
も

つ
な
が
る
。
そ
れ
を
可
能
と
す

る
た
め
に
は
、
研
修
事
業
の
実

施
を
支
援
す
る
国
や
自
治
体
の

仕
組
み
や
制
度
を
つ
く
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

た
と
い
う
。
一
度
に
学
び
を
詰

め
込
ま
ず
に
、
被
災
者
の
生
活

に
応
じ
て
段
階
的
に
タ
イ
ム

リ
ー
に
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
理
解
し
や
す
か
っ
た
と
言

う
。
ま
た
、自
治
体
を
超
え
て
、

同
じ
立
場
の
支
援
員
と
情
報

交
換
が
で
き
る
こ
と
は
、
悩
み

を
共
有
し
分
か
ち
合
え
る
セ

ル
フ
ケ
ア
の
場
で
も
あ
っ
た
、

と
小
松
さ
ん
は
振
り
返
る
。

現
在
は
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
兼
ね
る
地

域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
、
復
興
公
営
住
宅
を

含
む
地
域
主
体
の
密
着
型
の

支
え
合
い
活
動
の
活
性
化
を

住
民
と
と
も
に
進
め
て
い
る
。

「
地
域
の
な
か
で
生
ま
れ
た
住

民
同
士
の
気
づ
き
や
思
い
を
、

重
ね
合
っ
て
い
く
時
間
や
過

程
を
た
い
せ
つ
に
か
か
わ
っ

て
い
き
た
い
」
と
小
松
さ
ん
は

話
す
。

受
講
者
の
活
躍
②

美
容
師
だ
っ
た
芳
賀
裕
子

さ
ん
は
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
、
南
三
陸
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
運
営
す
る
「
被
災

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

生
活
支
援
員
に
な
っ
た
。

小
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忘
れ
ち
ゃ
あ
い
け
ん
こ
と

「
酒
井
さ
ん
、
問
う
て
み
る
ん
じ
ゃ
が

（「
聞
い
て
み
た
い
の
だ
が
」
の
意
）、

東
北
の
震
災
で
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆

さ
ん
は
、
ど
う
い
う
よ
う
に
地
域
で
支

え
合
っ
て
お
ら
れ
る
ん
か
ね
？
」

過
日
、
広
島
市
安あ

さ
き
た

佐
北
区
三み
い
り
か

入
可

部べ

地
区
に
お
い
て
、「
地
域
支
え
合
い

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
会
へ

登
壇
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に
受
け
た

質
問
で
あ
る
。
２
０
１
４
年
８
月
20
日

に
、
広
島
市
北
部
を
襲
っ
た
局
地
的

な
豪
雨
に
よ
る
「
広
島
土
砂
災
害
」

の
被
災
地
域
で
は
74
人
の
方
が
亡
く

な
り
、
こ
こ
三
入
可
部
地
区
で
は
、

う
ち
６
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
質
問
に
対
し
て
、
宮
城
県
、

岩
手
県
、
福
島
県
の
各
被
災
地
を
訪

問
し
、
見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
た
こ
と

を
僕
の
言
葉
で
説
明
し
、
行
く
先
々

で
は
、
広
島
の
災
害
の
こ
と
を
す
い
ぶ

ん
と
ご
心
配
い
た
だ
き
、
と
て
も
う
れ

し
く
思
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。

「
東
北
か
ら
も
、
よ
う
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
に
来
て
も
ろ
う
た
。
ほ
ん
ま
に

う
れ
し
か
っ
た
よ
の
う
」

「
あ
の
と
き
の
こ
と
は
思
い
出
し
と

う
な
い
が
、
忘
れ
ち
ゃ
あ
い
け
ん
こ
と

よ
の
ぉ
。
恐
ろ
し
か
っ
た
。
東
北
の
皆

さ
ん
も
そ
う
じ
ゃっ
た
ろ
う
」

「
東
北
の
皆
さ
ん
も
が
ん
ば
っ
て
お

ら
れ
る
ん
じ
ゃ
け
え
、
ワ
タ
シ
ら
ぁ
も

頑
張
ら
に
ゃ
あ
い
け
ん
ね
」

語
ら
れ
る
一
言
一
言
に
、
皆
が
う

な
ず
い
た
。

土
砂
災
害
の
経
験
か
ら

「
皆
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
と
辛
い
思

い
を
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
あ

の
土
砂
災
害
以
降
、
地
域
支
え
合
い

活
動
を
考
え
て
い
く
う
え
で
、
特
に

気
を
つ
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？
」
と
問
い
か
け
て
み
た
。

す
る
と
一
人
の
女
性
が
、「
あ
の
、

私
か
ら
一
つ
い
い
で
す
か
？
」
と
手

を
あ
げ
た
。
そ
の
女
性
は
、
被
災
地

域
で
民
生
委
員
を
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

「
私
の
地
区
で
は
、
日
常
の
見
守
り

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
家
族
構
成
や
要
介
護
の
家
族

が
い
れ
ば
、
そ
の
介
護
度
や
生
活
の
状

況
な
ど
を
誰
が
見
て
も
わ
か
る
よ
う
な

台
帳
に
記
し
て
、
自
主
防
災
組
織
で

そ
れ
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
家
族
の

誰
か
に
変
化
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
台

帳
に
追
記
し
て
い
ま
す
。
災
害
が
起
き

た
と
き
、
家
が
崩
れ
た
と
し
て
も
要
介

護
の
お
年
寄
り
や
障
が
い
者
が
、
ど
の

部
屋
に
い
る
か
が
わ
か
る
よ
う
に
、
家

の
見
取
り
図
な
ど
も
添
付
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

す
る
と
、
一
人
の
男
性
参
加
者
が
、

そ
の
発
言
に
反
応
し
た
。

「
ち
ょ
っ
と
ご
め
ん
。
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
助
言
さ
せ
て
も
ろ
う
て
も
え
え
か

い
の
？
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
、
個
人
情

報
の
扱
い
は
ど
う
な
っ
と
る
ん
か
い
ね
？

個
人
情
報
保
護
法
と
い
う
も
の
を
よ

う
知
ら
ん
よ
う
じ
ゃ
ね
え
。
私
の
地

区
で
も
、
台
帳
の
よ
う
な
も
の
が
必

要
じ
ゃ
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
個
人
情
報
の
あ
つ
か
い
が

問
題
に
な
っ
て
の
お
。
じ
ゃ
け
え
、
も

ち
い
と
慎
重
に
な
ら
れ
た
ほ
う
が
え
え

と
思
う
が
の
」

こ
う
言
い
放
っ
た
男
性
は
、
土
砂
災

害
の
被
害
が
な
か
っ
た
隣
町
か
ら
の
参

加
者
で
自
治
会
の
役
員
を
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。

「
ご
助
言
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

女
性
は
、
男
性
に
向
か
っ
て
深
々
と

頭
を
下
げ
た
。
そ
し
て
、
下
げ
た
頭

を
静
か
に
上
げ
な
が
ら
、「
個
人
情
報

の
こ
と
は
、
十
分
承
知
し
て
お
り
ま

す
。
台
帳
に
は
全
世
帯
、
全
住
民
の

情
報
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
個
々
の
情

報
が
必
要
な
ん
で
す
！
こ
れ
は
、
命
の

問
題
な
ん
で
す
…
…
、
死
ん
だ
ん
で

す
よ
！
」
と
穏
や
か
な
口
調
は
次
第

に
叫
び
声
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

「
人
が
死
ん
だ
ん
で
す
！
７
４
人
の

尊
い
命
が
…
…
。
妊
婦
さ
ん
も
い
た
ん

で
す
！
」
叫
び
声
は
、嗚
咽
へ
と
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
沈
黙
が
続
い
た
。

個
人
情
報
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
！

彼
女
は
続
け
た
、「
お
互
い
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
知
ろ
う
！
…
…
地
区
の
皆

さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
で
す
。
個

人
情
報
？
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
人
は

誰
一
人
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、

個
人
情
報
の
問
題
を
知
ら
な
か
っ
た

か
ら
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
助
け
出
し

て
あ
げ
る
こ
と
、
す
ぐ
に
発
見
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
後
悔

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
顔
を
一
人
ひ
と
り
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
…
…
、
す
ま
な
い
、
申

し
訳
な
い
と
思
い
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
再
生
に
つ
い
て
、
何
を
し

た
ら
い
い
か
？
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
？
も
う
あ
ん
な
つ
ら
い
思
い
は
嫌

で
す
！
」
と
声
を
絞
り
出
し
た
。

再
び
沈
黙
が
続
い
た
。
男
性
は
、

気
ま
ず
そ
う
に
「
い
や
…
…
、
な
ん

か
、
す
ま
ん
か
っ
た
。
余
計
な
こ
と

を
言
う
て
」
と
頭
を
下
げ
た
。

「
私
こ
そ
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
あ

な
た
は
、
間
違
っ
た
こ
と
を
言
っ
て

い
ま
せ
ん
。
ど
う
か
気
に
な
さ
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
」
と
女
性
も
頭
を
下

げ
た
。

そ
し
て
、
涙
を
拭
い
な
が
ら
、「
私

た
ち
が
拵

こ
し
ら
え
た
台
帳
に
は
ね
。
あ
の

と
き
の
後
悔
が
詰
ま
っ
て
い
る
ん
で

す
。
個
人
情
報
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。

希
望
な
ん
で
す
」と
笑
顔
を
つ
く
っ
た
。

命
の
問
題
…
…
、
大
事
な
こ
と
を

学
ん
だ
。

平成・向こう三軒両隣事情 ⑩

ご近所福祉クリエーター 酒井保（さかい・たもつ）

１９６１年 広島生まれ。知的障がい者施設、市町社会福祉
協議会、認知症グループホーム・小規模多機能型施設の
施設長職を経て、２０１４年８月に「ご近所福祉クリエイショ
ン」を創設（主宰）。ご近所福祉クリエーターという肩書き
のもと、広島と仙台を拠点として、全国各地を講演行脚中。

２０１６年度より、宮城県塩釜市をはじめ岩
手県・宮城県・福島県で地域支え合い活
動の立ち上げ等にかかる諸事業に参画。 
イラストレーター。
主な著書に、『「見守り活動」から「見守られ活
動」へ』（CLC発行）、『生活支援コーディネー
ターと協議体』（共同執筆,CLC 発行）。

● Profile

イラスト / 坂板モツ to 毬栗堂
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宮城県サポートセンター支援事務所 
  　　　　アドバイザー　浜上 章

地域で福祉の話し合い、
実践の場・組織につながる支援

ひとりごと

宮城県サポートセンター支援事務所
〒 980-0014 宮城県仙台市青葉区本町 3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階 　TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

サ ポ ー タ ー の あ な た へ

宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

 サポートセンター行脚

前回は、地域で福祉について語り合える場の有無につい
てふれました。集団移転地や災害公営住宅、あるいは既存
の地域においても高齢化や単身世帯の増加、一人親世帯や
人間関係の希薄化などから孤立しがちな人のことが地域の福
祉課題として増しています。

地域で、それも自治会や小学校区程度のエリアのなかで福
祉について語り合える場、そしてできれば具体的にサロンの開
催や見守り活動のできる実践をともなう場、組織があれば、よ
り効果的です。こうした地域での福祉を推進する支援が、支
援員さんやＬＳＡ（生活援助員）、社協職員、生活支援コーディ
ネーターの役割の一つとして求められています。

地域で福祉について語り合える場、活動を実践することの
できる場、組織を考える際に、一番身近で実現しやすいのは
自治会のなかにたとえば“福祉部会”を設けることです。自
治会長さんや役員さんと、こうしたことの相談と思いの提案、
話し合いを丁寧にして、自治会組織としての合意を得て進め
ると良いと思います。

地域でなんらかの活動や組織を立ちあげる際にたいせつな
ことは、キーパーソンになる人たちとの十分な話し合いです。
地域では、自治会の役員の高齢化、後継者不足などの悩み
があります。そうしたきびしい状況のなかで新しいことに取り組
むには負担がともない、なかなか住民合意が得られにくい、と
いうのが現実です。事前の相談や話し合いにより、自治会の
了解のうえで役員以外にも民生委員や関心のある有志の参加
も得て、“地域の福祉についての勉強会”をもつのも有効で
す。こうした話し合いや勉強の場をとおして、地域の福祉が
他人ごとではなく、自分のこと、地域みんなの問題として理解
されてくれば、『何か地域でできることをしよう』となり、“福
祉部会”につながります。その際、支援者に求められることは、
地域の状況や住民の思い、意思を最大限に尊重して前を向
いていく話し合い、学びの場になるように、寄り添った支援を
していくことです。

震災から丸６年、被災地の想いが「風化」しつつある報
道を観るにつけ、サポートセンターにかかる報道の欠落に無
念さが残ります。

今年３月 15日に、サポセンの活動を通じて、宮城方式
の「地域福祉の推進」を考えるセミナーを開催しました（こ
の原稿は開催前に書いたので、セミナーの内容については
後日報告します）。狙いは、サポセンに対する評価を市町、
社協をはじめとする皆さんと共有することです。前向きな評
価で共通理解！

サポートセンターで行ってきた「寄り添い型見守り支援」は、
被災者の生活に寄り添う支援です。被災者の『想い』に
傾聴・受容するなかで、生活にかかるよろず相談支援を行っ
ていきます。必要な情報を本人に理解していただける形で
提供し、本人の意思を形成し、支援につながる各領域に
意思を表明できるよう支援します。そして、表明された意思
を実現すべく、本人に伴走していくのです。

サポセンの人財は、住民からの登用ですから、当事者性・
住民感覚がベースにあります。国が言っている『我が事』『丸
ごと』を先取りした相談支援を実践してくれました。いまさら、
国に『我が事』『丸ごと』と言われなくても、地域住民間の『支
え合い』のエッセンスをサポセンは実績として築いてきました。

サポセンの支援者の立ち位置は、住民に寄り添うことで、
『意思決定支援』を担う役割です。残念ながら、日本には
『意思決定支援制度』はモデル的な動きが限定してあるだ
けですが、被災地の地域福祉の推進にあっては、意思決
定支援制度を活かした仕組みとしての「地域支え合いセン
ター」と、そのためのサポセンが、被災地でのサポセンの発
展型として展望できればと考えます。

次号では、あらゆる領域で対人援助の基本とも言える、
意思決定支援について紙面で共有したいので、いつもより
格調高く（？）お伝えします。

支援を受けて意思決定、
地域の支え合い①

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ
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月刊東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする　　　地域支え合い情報 55号
バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

編 集 後 記
P10～11に紹介記事が掲載された「S-1 グランプリ第 4 回いがす大賞」に、 事務局として携わ
りました。ステージ袖で拝見していて、 参加者の方の、 緊張されながらも、 発表の場を楽しもう
という意気込みがとてもよく伝わってきました。 来場者の方にも、 支え合い活動の醍醐味が届い
たはずです。次回も開催予定ですので、 皆様奮ってご参加ください。( 田中 )

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc- japan.com

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）から
震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAX またはメールにて編集
部までお聞かせください。

読 者 の 声

53号の宮城県東松島市あおい地区の住民主体のまちづくりに驚きました。自立再建住

宅の区画について安易な抽選を行わず住民同士の話し合いで決定したことや、災害公

営住宅と自立再建者のバランスを考えた自治会づくりなど、将来を見据えた丁寧な協

議は今後の豊かなまちづくりにつながっていくと思いました。（仙台市太白区 A・C）

場
の
力

集
い
か
ら
生
ま
れ
る
活
力

宮
城
県
川
崎
町
◎
新
町
茶
話
会
サ
ロ
ン

30

宮
城
県
川
崎
町
の
中
新
町
地
区

に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
、
毎
月
第
３
木
曜
日
の
10
時
か

ら
、「
新
町
茶さ
わ
か
い

話
会
サ
ロ
ン
」
が
行

わ
れ
て
い
る
。
お
茶
飲
み
や
軽
体

操
、
脳
ト
レ
と
い
っ
た
活
動
を
と

お
し
て
、
新
町
地
区
の
住
民
た
ち

が
ふ
れ
あ
っ
て
い
る
。

料
理
の
つ
く
り
方
や
近
所
で
見

か
け
る
猫
の
こ
と
、
病
院
に
か
か
っ

た
時
の
こ
と
な
ど
、
話
題
は
尽
き

な
い
。「
転
ん
だ
け
ど
、
人
に
笑
わ

れ
る
気
が
し
て
、
ま
ず
周
り
に
誰

か
い
な
い
か
見
ち
ゃ
う
」
と
明
る

く
話
せ
ば
、
痛
い
失
敗
も
笑
い
話

に
変
わ
る
。「
転
ん
で
し
ま
う
と
き

は
、
手
の
関
節
は
伸
び
に
く
い
か

ら
、
な
る
べ
く
肘
を
つ
く
よ
う
に

し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
心
配
し
て

話
す
の
は
、
サ
ロ
ン
代
表
の
佐
藤

孝
子
さ
ん
だ
。
町
の
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
ふ
だ
ん

看
護
師
と
し
て
も
働
く
佐
藤
さ
ん

は
、
サ
ロ
ン
内
で
も
健
康
の
相
談

に
乗
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

な
ど
の
健
康
講
話
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
地
域
に
は
、
日
中
ひ
と
り

で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者
が
多
く
、

そ
う
し
た
人
た
ち
の
力
に
な
り
た

い
と
考
え
た
佐
藤
さ
ん
と
そ
の
友

人
で
、同
サ
ロ
ン
を
開
設
し
た
。「
皆

さ
ん
人
生
経
験
が
長
く
て
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
引
き
出
し
て
く
れ

ま
す
」
と
、
参
加
者
が
講
師
と
し

て
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
つ
く
り
方
な

ど
を
教
え
る
側
に
回
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。

町
内
に
あ
る
介
護
老
人
保
健
施

設
「
ア
ル
パ
イ
ン
川
崎
」
の
利
用

者
と
職
員
も
サ
ロ
ン
の
仲
間
に
加

わ
り
、
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
る
。

川
崎
町
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
も
協
力
を
得
て
い
て
心

強
い
。「
誰
も
が
来
ら
れ
る
場
所
に

し
た
い
」。
そ
ん
な
想
い
で
活
動
は

広
が
っ
て
い
く
。

毎
月
１
回
中
新
町
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
新
町
茶
話
会
サ
ロ
ン

「
ふ
だ
ん
な
か
な
か
会
え
な

い
か
ら
こ
う
し
て
集
ま
る
の

が
楽
し
い
」

「
み
ん
な
の
顔
を
見
て
話
す

の
が
一
番
い
い
ね
」

そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
く

る
ふ
れ
あ
い
を
た
い
せ
つ
に

和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か

楽
し
い
時
間
を
共
有
し
て
い
る

この日はいがす大賞本番に向けて練習（P10 参照）

末永く幸多い人生に乾杯！

田

☆次号予告 特集「見守り活動」

「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？

購読会員　年3,696 円（年12 回、送料込み）

購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認
次第、情報紙を発送いたします。

◎お振込先　　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、

①お届け先の住所　と　②何号からの購読申込み
を記入してください。

購 読 者 を 募 集 し て い ま す ！


